
海洋側のプレートの潜り込みにより大陸側のプレートが引きずり込まれ、プレート境界にひずみがたまり、限界に
達すると元に戻ろうとしてはね上がり、地震が発生します。

屋内で静かにしてい
る人の中には、揺れを
わずかに感じる人が
いる。

人は揺れを感じない。 屋内で静かにしている
人の大半が、揺れを感
じる。眠っている人の
中には、目を覚ます人
もいる。

屋内にいる人のほとん
どが、揺れを感じる。
歩いている人の中に
は、揺れを感じる人も
いる。

ほとんどの人が驚く。
歩いている人のほとん
どが、揺れを感じる。
眠っている人のほとん
どが、目を覚ます。

大半の人が、物につか
まらないと歩くことが
難しいなど、行動に支
障を感じる。

大半の人が、恐怖を覚
え、物につかまりたい
と感じる。

立っていることが困難
になる。

立っていることができ
ず、はわないと動くこと
ができない。
固定していない家具の
ほとんどが移動し、倒
れるものが多くなる。

揺れにほんろうされ、動
くこともできず、飛ばされ
ることもある。
固定していない家具のほ
とんどが移動したり倒れ
たりし、飛ぶこともある｡

陸地の地殻もプレートの運動によりいたるところで「ひずみ」が生じています。このひずみを解消するため、過去の
地震により生じた断層（活断層）を震源として地震が発生します。

「平成7年兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）（マグニチュード7.3）」
「平成28年熊本地震（マグニチュード7.3）」
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揺れやすさ

揺れやすさマップ
【揺れやすさマップとは】





立っていられないような大きな揺れを感じたら、まず丈夫な机
やテーブルなどの下に身を隠します。クッションなどが身近に
あれば、頭を保護しましょう。

地震は、いつ発生するかわかりません。地震が起こると、自
分たちや周囲の人びとに危険が及ぶ可能性が高くなりま
す。日頃から建物内外の点検を行い、安全を確認しておき
ましょう。

窓ガラスや看
板などが落ち
てくることがあ
ります。ビルな
どの建物から
離れ、持ち物や
両手で頭を守
りましょう。

徐々に減速し、道路の左側に駐停車します。
周囲の状況を観察し、カーラジオ等で正確な
情報を収集しましょう。避難する場合はキーを
つけたままにし、
ドアロックをはず
しましょう。車検
証や貴重品は忘
れずに持ち出し
ましょう。

地下街は比較的
安全な場所です。
慌てず館内放送
や係員の指示に
従いましょう。壁
伝いに歩いて最も
近い出口から地上
に出ましょう。

直ちに各階のボタンを全て押し、停止した階
で降りましょう。閉じ込められた場合は、非常
ボタンを押し続
け、非常電話で
助 けを求 めま
しょう。

外では、ガラスや瓦、看板などが落ちてくることがあります。慌
てず揺れが収まったら状況を確認しましょう。

揺れで、ドア枠などが変形し、開かなくなってしまうことがあり
ます。玄関や部屋のドア、窓などを開け、いつでも逃げられるよ
うにしておきましょう。

ラジオやテレビなどで正しい情報を入手し、市からの災害情報
を確認しましょう。デマやうわさに惑わされることがないように
注意しましょう。

揺れが収まったら、ガス器具やストーブなどの火を消しましょ
う。ガスは元栓を締め、電気器具はプラグを抜きましょう。

■大きな家具は人の出入りの少ない部屋にまとめて置くようにしましょう。
■玄関や廊下には家具や荷物を置かないようにしましょう。
■高齢者や子どものいる部屋や寝室には、倒れやすい家具は置かないようにしましょう。

室内にガラスの破片や危険物が散乱することがあります。
スリッパなどの室内履きで行動しましょう。　

建物倒壊・火災など自宅が危険な場合は避難場所に避難しま
しょう。また、停電が復旧する際に発生する「通電火災」に備え
て、ブレーカーを切ってから避難しましょう。

地震発生時の行動と事前の備え

大きな揺れを感じたら、最優先で身の安全を確保します。その後、周囲の状況などを確認して、危険がある場合には避難場所
に向かいます。発災後は自助・共助の心で主体的に行動しましょう。

タンスなど背の高い家具はL型金
具やつっぱり棒で固定する



③すべり止めシートを
　敷きましょう。
地震の揺れで家具が前に
すべり出さないようにし
ましょう。

②箱の底に粘着マット
　を付け、箱とタンスを
　一体化させましょう。
粘着マットは弱粘性が
おすすめです。

①天井と箱の隙間は
　2cm以内にしましょう。
箱が天井にひっかかるため、
隙間を埋めなくてもOKです。

組み合わせれば、
L型金具を使ったときと

同じ強度に！家具の上には

家具の下には

過去の地震では、家具の転倒やガラスの飛散によるけがが、家の中で起きるけがの多くを占めていました。
家の中の安全点検をして、家具の固定や配置換えなどを行いましょう。
器具の設置が難しい場合でも、工夫しだいで家具が転倒するリスクを減らすことができます。家具の配置を見直す、手に
入れやすいもので代用するなど、できることから取り入れてみましょう。

家具類の上に、落下すると危険な
もの（ガラス製品など）を置かない
ようにしましょう。

家具が転倒して避難の妨げにな
らないような家具の配置にしまし
ょう。

本棚には、落下抑制のためのテ
ープや器具を取り付け、重い物は
下に収納し、家具を倒れにくくし
ましょう。

部屋に背の高い家具を置かないよ
うにしましょう。

窓ガラスに飛散防止フィルムを貼
りましょう。

L型金具やベルト式器具などで、
家具と壁とを固定しましょう。

家具と天井との間を、つっぱり棒
などで固定しましょう。

ストッパー式やマット式器具で、
家具を壁側にかたむけましょう。

飛散防止フィルムのかわりにうす
いレース（昼間）やカーテン（夜間）
を引いておきましょう。

窓ガラスの前にものを置かない。
また倒れても当たらない方向に置
きましょう。

二段重ねの家具は、連結固定器
具で上下を連結し、一体化させま
しょう。

食器棚には、飛び出し防止器具を
取り付け、食器の下にはすべり止
めマットを敷きましょう。

照明器具は、天井に固定するか、
直付照明器具に交換しましょう。

テレビは本体とテレビ台をストラッ
プ式器具や粘着マットなどで固定
しましょう。

冷蔵庫は、ベルト式器具等で壁に
固定しましょう。

今すぐできる家具の転倒や落下対策


